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●実践研究のねらい 

○ 少林寺拳法の実践から柔道の授業へとつながる複数種目の武道指導を計画し、実際に外部指導者の実技を

見学することや直接学ぶことを通して武道に対する興味を高め、学校での武道の授業（柔道）へスムーズに

取り組めるようにする。 

○ 外部指導者の活用について、効果的な教師との役割分担を模索すること、限られた単元計画内における外

部指導者からの指導内容を精選すること、安全を確保した指導体制を確立することをめざす。 

●複数種目指導モデル 第１・２学年（８学級２３０名） 

 

 

 

 

 

●指導の工夫 

１ 効果的に指導するための工夫 

○ 指導内容の精選 

  限られた時間内で生徒の興味を引き、生徒が達成感を味わうことができるよう、指導内容の精選を図る。 

○ 生徒の理解度を高めるための段階的な指導の工夫 

  簡単な体さばきから習得し、高度な技への実践に移ることで生徒の理解度を高める。 

 

２ 生徒の安全を確保するための工夫 

○ 習得する技の動きに即した準備運動 

  外部指導者のリードのもと、習得する技の体の動きを使う準備運動を音楽に乗って行い、楽しみながら

技に親しめる時間を設ける。 

○ 単元を通して自分の安全を守るための知識や技の習得 

  少林寺拳法・柔道を通して、相手を倒す技能の向上ではなく、自分の身の安全を守るための技能を習得

するという生徒の意識を高めさせるとともに、生徒が安全に取り組める工夫をする。 
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●授業の様子 

●生徒の意識の変容 

１ ２種目の武道を学習したこと

で、武道への関心は高まりまし

たか。 

２ ２種目の武道を学習したこと

で、伝統的な考え方や行動の仕方

への理解は深まりましたか。 

３ これからも多くの武道種目

を学習したいと思いますか。  

   

●生徒の感想 

●成果と課題 

○ 少林寺拳法の指導においては、外部指導者による指導が効果的である。専門的な知識や高度な技を習得

しているため、生徒にもわかりやすく理解しやすい内容であった。また、安全に授業を行うことができる

という点でも効果的であると感じた。今後は、教員研修を進めるとともに、外部指導者による専門的な指

導を行うなど、指導計画を検討していく必要がある。 

○ 今回は少林寺拳法の授業が２時間だったため、より深い内容を学習することができなかった。あと２時 

間程度増加できると、より深い学習ができ、生徒の興味関心を高めることができると感じた。 

 

 

 

 

【 外部指導者による実技演習 】 

授業の初めに外部指導者の実技を見学するこ

とで、少林寺拳法や武道への関心を高めるように

した。 

 【 対人的技能の練習 】 

学習する形態を２人組とし、繰り返し技能の習

得に取り組めるようにした。生徒同士で教え合い

ながら技に親しめるようにした。 

・初めてやったけど、講師の先生方がとてもわかりやすく教えてくださり、とても楽しかった。またやっ 

てみたい。 

・普段あまり体験できない武道が体験できて、良い機会になった。少し武道に興味をもった。 


